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今金町民憲章

。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

O健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

。技能をみがき産業の開発に努め、 豊かな町にいたしましょう。

O教育をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年10月1日



今
金
町

:今金町i~t表彰式孟ぴ、に祝賀

功
労
者
、

善
行
者
表
彰

町
の
振
興
に
寄
与

町
行
政
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た

方
を
対
象
と
す
る
、
今
金
町
条
例

に
基
づ
く
表
彰
式
が
菊
か
お
る

ω

月
剖
目
、
関
係
者
多
数
出
席
の
も

と
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た。
」
の
度
、
永
年
に
わ
た
り
町
の

:狩場太鼓 寸

サラマンカ市民に披露
拍手・拍手……拍手喝采

左上辻、天井、本間各氏
左下山崎、問中、竹内各氏

'‘ 

振
興
、
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

た
6
名
の
方
々
(
功
労
表
彰

2

名
、
善
行
表
彰
4
名
)
に
村
本
町

長
よ
り
一
人
ひ
と
り
賞
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
本
間
行
雄

さ
ん
よ
り
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
引

t 

• ' 

狩
場
太
鼓
保
存
会
(
青
山
進
会

長
)
で
は
、
道
新
文
化
セ
ン
タ
ー

と
同
講
師
会
が
主
催
す
る
日
西
文

化
交
流
会
に
参
加
し
、
ス
ペ
イ
ン

北
西
部
サ
ラ
マ
ン
カ
市
で
川
月
7

目
、
カ
ス
テ
ィ

l
リ
ャ
・
レ
オ
ン

州
文
化
会
館
で
公
演
を
行
い
ま
し

た。
公
演
に
先
立
ち
、
狩
場
保
存
会

一
行
問
名
は
、
中
世
の
建
築
物
が

立
ち
並
ぶ
マ
ヨ

l
ル
広
場

(庁
舎

前
)
に
今
金
か
ら
運
ん
だ
太
鼓
を

設
置
し
、
祭
り
ば
や
し
、
道
南
共

通
曲
の

「飛
朔
」
を
披
露
し
、
5

0
0
人
を
越
す
市
民
が
勇
壮
な
太

鼓
の
音
色
を
響
か
せ
交
流
事
業
の

P
R
を
し
ま
し
た
。

演
奏
終
了
後
に
は
、
観
客
か
ら

サ
ラ
マ
ン
力
市
内
よ
り

き
続
き
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、

苦
労
話
や
思
い
出
を
語
り
受
賞
の

喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

受
賞
者
の
功
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

却
場
表
彰
者

。
本
間
行
雄
さ
ん
回
歳

昭
和
幻
年
7
月
か
ら
教
育
委
員

に
就
任
、
現
在
ま
で
日
年
問
、
昭

和
臼
年
日
月
か
ら
は
教
育
委
員
長

と
し
て
、
学
校
教
育
、
家
庭
教
育
、

社
会
教
育
な
ど
の
生
涯
学
習
に
寄

与
し
、
幼
稚
園
、
小

・
中
学
校
の

教
育
の
向
上
や
教
育
行
政
の
推
進

に
大
き
く
尽
力
さ
れ
る
と
と
も

に
、
今
金
町
の
発
展
と
地
方
自
治

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

。
竹
内
輝
雄
さ
ん
日
歳

昭
和
幻
年
目
月
か
ら
教
育
委
員

に
就
任
、
現
在
ま
で
は
μ

年
問
、
就

任
時
か
ら
委
員
長
代
理
と
し
て
、

学
校
教
育
、
家
庭
教
育
、
社
会
教

育
な
ど
の
生
涯
学
習
に
寄
与
し
、

幼
稚
園
、
小

・
中
学
校
の
教
育
の

文
化
会
館
公
演
よ
り

は

「
フ
ラ
ボ

l
・
フ
ラ
ボ

l
」
な

ど
と
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
沸
き

上
が
り
「
利
別

・
流
れ
打
ち
」
な

ど
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
る
な
ど
、

サ
イ
ン
攻
め
に
も
会
っ
て
い
ま
し

た。
狩
場
太
鼓
の
指
導
者
の
加
藤
宏

信
さ
ん
は
、
「
お
国
柄
明
る
い
国

民
性
の
ス
ペ
イ
ン
の
市
民
に
こ
れ

ほ
ど
受
け
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
音
を
と
お
し
て
ふ
れ
あ
う
こ

と
は
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

文
化
会
館
の
公
演
で
は
、
大
雨

の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
1
2
0
0

人
が
入
館
し
、
会
場
に
入
場
で
き

な
い
市
民
も
、
狩
場
太
鼓
の

「四

季
打
ち
」

「利
別

・
流
れ
打
ち
」
を

向
上
や
教
育
行
政
の
推
進
に
大
き

く
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
金

町
の
発
展
と
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
表
彰
者

。
田
中
一
夫
さ
ん
位
歳

昭
和
昭
年
4
月
か
ら
現
在
ま
で

ω年
間
に
わ
た
り
、
利
別
川
清
流

保
護
の
会
会
長
と
し
て
、
清
流
日

本
一
の
利
別
川
の
自
然
保
護
に
尽

力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
町
議
会
議

員
と
し
て
町
政
の
推
進
に
努
め
、

文
化
協
会
会
長
、
交
通
安
全
協
会

会
長
を
歴
任
さ
れ
、
今
金
町
の
発

展
と
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

。
山
崎
繁
樹
さ
ん

η
歳

平
成
3
年
5
月
か
ら
平
成
9
年

4
月
ま
で

6
年
間
に
わ
た
り
、
商

工
会
会
長
と
し
て
、
商
工
業
の
振

興
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
協
会
理
事
、
会
長

と
し
て
、
交
通
事
故
防
止
と
交
通

安
全
意
識
の
普
及
・
啓
発
に
尽
力

さ
れ
、
今
金
町
の
発
展
と
地
方
自

治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

。
天
井
ヨ
シ
さ
ん
印
歳

昭
和
臼
年
4
月
か
ら
現
在
ま
で

~ìr・・
は
じ
め
市
民
も
参
加
し
た
着
物
シ

ョ
l
、
佐
々
木
基
暗
さ
ん
ら
に
よ

り

「江
差
追
い
分
け
」
な
ど
、
サ

ラ
マ
ン
カ
民
族
舞
踊
愛
好
会
の
メ

ン
バ
ー
白
人
に
よ
る
伝
統
的
な
踊

り
も
披
露
さ
れ
、
交
流
の
輸
を
広

げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
折
り
紙
、

茶
道
、
書
道
な
ど
も
行
わ
れ
、
大

盛
況
の
な
か
日
本
文
化
に
ひ
た
っ

て
い
ま
し
た
。

※
狩
場
太
鼓
メ
ン
バ
ー
よ
り

公
演
で
演
奏
中
、
日
本
と
違
い

(
掛
け
声
な
ど
な
く
)
と
て
も
静
か

に
聞
き
、
不
安
な
気
持
ち
で
?
終

了
し

一
礼
す
る
と
拍
手
、
拍
手
の

大
波
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
る
拍
手

で
感
激
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
聞
で
も
大
き
く
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

初
年
聞
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
指

導
員
と
し
て
、
率
先
し
て
町
の
交

通
安
全
の
推
進
と
交
通
事
故
防

止、

交
通
安
全
意
識
の
普
及

・
啓

発
に
寄
与
さ
れ
、
今
金
町
の
発
展

と
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

[2) 

。
辻
忠
生
さ
ん
四
四
歳

昭
和
印
年

6
月
か
ら
現
在
ま

で、

2
年
間
に
わ
た
り
、
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し

て
、
町
民
の
公
衆
衛
生
や
福
祉
の

向
上
、
社
会
保
障
制
度
の
充
実
に

寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
学
校
保

健
協
議
会
委
員
と
し
て
学
校
保
健

活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
今
金

町
の
発
展
と
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

薩川温泉、 diiつ定から九と
年来年胎の営業のお知らぜ

種川温泉 あったからんど

12月30日
通常蛍業 通常営業

(火)

31日 午前10時~ 午前10時 ~
(水) 午後3時 午後4時

1月 1日
休 業

午HiJl1時~
(木) 午後 5時

2日
通常官業 通常営業

L一一(金)

民族芸能を披露



地
域
活
性
化
の
方
向
を
目
指
し

今
金
町
支
援
機
構
会
議

問
月
M
目
、
デ
・
モ
|
レ
ン
を

会
場
に
農
協
、
商
工
会
、
各
団
体

な
ど
か
ら
は
人
の
代
表
者
が
集
ま

り
附
日
本
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
影

山
亥
史
郎
地
域
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

長
の
司
会
で
第
2
回
今
金
町
支
援

機
構
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、

1
力
月
半
の
ペ

ー
ス
で
議
論
を
重
ね
、
今
金
町
全

体
の
活
力
創
造
を
回
指
し
、
事
業

の
効
果
が
早
期
に
発
現
で
き
る
よ

う
な
総
合
的
な
検
討
を
加
え
具
体

性
の
あ
る
地
域
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。第

1
回
会
議
で
は
、
地
場
産
品

や
都
市
と
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て

地
域
の
よ
い
点
や
問
題
点
が
話
さ

れ
、
問
題
点
と
し
て
は
後
継
者
不

足
、
規
格
外
の
生
産
物
の
廃
棄
、

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
不
足

・
マ
ン

ネ
リ
化
な
ど
、
ま
た
、
よ
い
点
で

は
特
産
米
に
よ
る
消
費
者
と
の
交

流
、
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
住
民
の

活
気
・
情
熱
な
ど
が
上
げ
ら
れ
、

セ
ン
タ
ー
か
ら
は
地
場
産
品
は
特

定
消
費
者
の
確
保
、
都
市
交
流

は
、
埋
も
れ
た
人
材
の
活
用
な
ど

意
見
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
第
1
回
の
会
議
を
踏

ま
え
、
地
場
産
品
(
漬
物
、
産
直
、

農
地
貸
付
事
業
、
今
金
男
爵
な

ど
)
や
都
市
交
流
(
体
験
農
園
、
イ

ベ
ン
ト
、
山
村
留
学
事
業
な
ど
)

の
各
テ
!
?
に
沿
っ
て
問
題
点
が

意
見
交
換
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
が
収

集
し
た
資
料
を
参
考
に
こ
れ
か
ら

の
問
題
解
決
に
向
け
て
提
案
が
さ

れ
ま
し
た
。

d 

• 1. ， 

北
海
道
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
表
彰

ω月
弘
目
、
北
海
道
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
長
貨
を
受
賞
し

た
狭
間
勝
昭
さ
ん
に
村
本
町
長
か

ら
表
彰
状
の
伝
達
式
が
役
場
庁
舎

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

狭
間
さ
ん
は
、
今
金
町
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し

て
、
昭
和
問
年
6
月
に
委
員
に
就

狭
間
勝
昭
さ
ん

68 
歳

任
以
来
、
豊
か
な
知
識
と
経
験
に

基
づ
い
て
積
極
的
に
、
医
療
費
適

正
化
対
策
に
取
り
組
み
、
特
に
、

疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
等

常
に
医
療
に
対
す
る
被
保
険
者
の

意
識
の
高
揚
に
尽
力
さ
れ
、
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
の
健
全
化
を

図
る
た
め
、
保
健
、
医
療
、
福
祉

納
税
思
想
の
普
及
向
上
が
認
め
ら
れ

槍
山
支
庁
長

入
雲
地
区
納
税
組
合
連
合
会
長そ

れ
ぞ
れ
受
賞

日
月
5
目
、
槍
山
支
庁
に
お
い

て
道
民
の
納
税
思
想
の
普
及
高
揚

と
自
主
納
税
体
制
の
顕
著
な
功
績

が
認
め
ら
れ
、
神
丘
西
部
納
税
貯

蓄
組
合
(
曽
我
井
寛
治
会
長
組

合
員
凶
人
)
が
檎
山
支
庁
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

神
丘
西
部
納
税
貯
蓄
組
合
は
、

昭
和
幻
年
に
設
立
以
来
、
平
成
8

年
度
ま
で
町
道
民
税
及
び
国
民
健

康
保
険
税
な
ど
に
つ
い
て
す
べ
て

納
期
内
納
付
に
努
力
さ
れ
、
毎
年

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
徴
収
実
績

を
堅
持
し
て
お
り
、
組
合
員
の
納

税
意
識
も
高
く
、
他
の
組
合
の
模

範
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

日
月
は
目
、

八
雲
町
に
お
い
て

「人
の
喜
び
、
わ
が
喜
び
」長

谷
畠
恒
さ
ん

• • • • • • • 
-H
U
月
日
目
、
役
場
に
お
い
て
槍

.
山
支
庁
(
田
野
公
司
環
境
生
活
課

• 
-
長
)
よ
り
平
成
9
年
度
全
国
青
少

• 
-

年
健
全
育
成
強
化
月
間
に
当
た
つ

• 
・

て
総
務
庁
長
官
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

• 
-

の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

• 
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
「
青
少
年
が

い
社
会
と
の
関
わ
り
ゃ
ル
|
ル
を
白

川
覚
し
、
社
会
の
中
で
積
極
的
に
役

日
割
を
果
た
し
て
い
く
よ
う
に
指
導

日
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
」

日
と
読
み
上
げ
ら
れ
小
西
助
役
に
手

日
渡
さ
れ
ま
し
た
。

日

青
少
年
の
健
全
育
成
運
動
は
、

か
ら
事
例
を
あ
げ
て
、
ま
た
法
政

日
地
域
社
会
に
お
い
て
青
少
年
と
の

大
学
法
学
部
松
下
圭
一
教
授
の

日

日
常
的
な
接
触
の
中
で
行
わ
れ
る

「政
策
開
発
と
自
治
体
改
革
」
で

日

こ
と
が
大
切
で
す
。

は
、
高
齢
者
社
会
、
補
助
金
の
適

.
 

• 

正
化
等
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ

・
• 

た
独
自
の
政
策
な
ど
が
述
べ
ら
れ

・-

ま
し
た
。

・
• 

こ
の
協
議
会
で
は
、
全
道
規
模

・
• 

で
行
っ
て
い
る
土
曜
講
座
の
道
南

・

版
で
、
地
方
自
治
体
職
員
な
ど
を

日

対
象
に
参
加
者
自
身
の
意
識
改
革

日

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

目

さ
れ
て
い
ま
す
。

日

「
政
策
開
発
と
自
治
体
改
革
」

松
下
圭
一
さ
ん

稽
山
地
域
政
策
セ
ミ
ナ
ー

人
に
P
J
Lい
剛
腕
前
7
1

檎
山
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

協
議
会
が
主
催
で
日
月
お
目
、
町

民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
各
町
議
会

議
員
、
道
職
員
、
町
村
職
員
、
町

民
な
ど
約

1

5
0
人
が
参
加
し

「
檎
山
地
域
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

2
人
の
講
師

に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
、
社
会

福
祉
法
人
北
海
道
家
庭
学
校
谷

昌
恒
理
事
長
の
「
人
の
喜
び
、
わ

が
喜
び
」
で
は
、
子
供
た
ち
の
気

持
ち
の
移
り
変
わ
り
な
ど
作
文
集

の
各
分
野
の
充
実
や
国
民
健
康
保

険
事
業
の
健
全
な
運
営
に
も
尽
力

さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
度
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

八
雲
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
金
原
中
央

納
税
貯
蓄
組
合
(
伊
藤
金
蔵
会
長

組
合
員
釣
人
)
が
八
雲
地
区
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

神
丘
西
部
納
税
貯
蓄
組
合
長

り
な
め
J

-!・@ヒ手6掲

揚巳25リ教室

今金幼稚園

槍
山
支
庁
、
槍
山
北
部
地
区
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
道
南
地

区
米
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
の
主

催
で
日
月
ロ
目
、
今
金
幼
稚
園

金
原
中
央
納
税
貯
蓄
組
合
は
、

多
年
に
わ
た
り
納
期
内
納
付
に
努

力
さ
れ
、
組
合
員
の
納
税
意
識
も

高
く
、
納
税
思
想
の
普
及
向
上
に

顕
著
な
成
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

金
原

S ~、 \ ぺ
税 ノ司

貯
蓄
*1I 

長

青
山
吉
年
健
全
盲
民

訴
虫
色

l
y伝
達

(4) 

~I 

(
坂
本
孝
子
園
長
)
の
年
長
さ
ん

と
お
母
さ
ん
た
ち
の
お
に
ぎ
り
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
日
本
型
食
生
活

を
次
代
に
継
承
す
る
た
め
親
子
の

ふ
れ
あ
い
の
中
で
一
緒
に
お
に
ぎ

り
を
作
り
食
べ
、
正
し
い
米
の
知

識
と
普
及
、
啓
発
と
消
費
拡
大
を

図
る
た
め
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
職
員
よ
り
園
児
た
ち

と
お
母
さ
ん
た
ち
に
、
紙
芝
居
な

ど
で
米
の
学
習
を
行
っ
た
後
、
地

元
産
の

「ほ
し
の
ゆ
め
」
を
使
い

お
に
ぎ
り
守
つ
く
り
に
挑
戦
し
、
園

児
た
ち
は
お
母
さ
ん
に
教
わ
り
な

が
ら
大
小
様
々
に

一
生
懸
命
握

り
、
合
わ
せ
て
昼
食
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

〕RU
 

〔



犀

万t

r~ 

日
月
1
目
、
総
合
体
育
館
を
会

場
に
開
会
式
終
了
後
テ

I
プ
カ
ッ

ト
が
さ
れ
、
秋
の
香
り
襟
わ
せ
る

菊
花
を
は
じ
め
、
生
け
花
、
盆
栽
、

写
真
、
押
し
花
、
書
道
、
陶
芸
、
幼

児
の
作
品
、
小
中
学
生
絵
図
書
道

展
な
ど
鈎
団
体
個
人
か
ら
会
場
内

を
埋
め
尽
く
す
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

2
・
3
日
に
は
、
立
礼
式
の
茶

室、

地
元
農
産
物
の
格
安
販
売
、

婦
人
団
体
の
手
打
ち
そ
ば
、
不
用

総合文化祭第28回今金町芸

展示部門 (総合体育館)と芸能部門(町民セ

ンター)を会場lこ町内外から大勢の人が訪れ芸

術の秋を楽しみましだ。

日......3日11月1
L・・a
目E

r~ 

日
月
2
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
行
わ
れ
た
発
表
会
で
は
、

昨
年
好
評
を
得
た
、
い
き
い
き
学

闘
を
は
じ
め
大
正
琴
、
詩
吟
、
神

‘
丘
繁
明
太
鼓
、
舞
踊
愛
好
会
、
緑

柳
会
、
カ
ナ
リ
ヤ
会
な
ど
は
山
団
体

が
参
加
し
日
こ
ろ
の
練
習
成
果
を

発
問
押
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
初
参
加
し
た

「じ
ゃ
が
い

も
の
花
」
で
は
、
今
金
町

1
0
0

年
の
歩
み
を
賑
り
返
り
な
が
ら
大

型
の
紙
芝
居
と
ス
ラ
イ
ド
と
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
の
物
語
を
作
成
し

上
演
し
ま
し
た
。

品
バ
ザ

l
、
体
験
農
園
で
作
ら
れ

た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
試
食
会
な

ど
が
行
わ
れ
好
評
を
得
て
い
ま
し

た。

たれわら 開寿
。たせえまか夫
人 る 、た れ さ
は和昔 、まん
白紙の開しの
を人生墾た拍
見形活時。象
張もの代 画
つ 作 一 の の
てらこ風 絵
いれま景 画
ま、をを展
し訪思と も

，. .・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
警
備年
員末
な ・
ど 年
に始
申 は
し次
出 の
くと
だお
さり
い休
。み

と
な
り
ま
す

1
0
0
年
記
念
協
賛
と
し
て
特

別
展
示
が
行
わ
れ
、
今
金
町
出
身

で
ホ
タ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
い

て
い
る
丸
山
恋
敬
さ
ん
と
風
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
描
い
て
い
る
佐
藤
前

， 

4
24 

，~ 品

役
場
・
国
保
病
院
・
町
関
係
機
関

休
み
の
お
知
ら
せ

〕FO
 

〔

緊
急
用
務
の
と
き
は

月 日
役場、教育 国保病院 ・

町民センター 総合体育館 学習センター
-農業委員会 老人保健施設

l2月29日(月) 平常;どおり 平常どおり 休 館 休 館 休 館

30日(火) 御用納め 平常どおり
ト

3l日(水)
ワ¥ 小

l月1日(木) 年末年始 年末年始

2日(金) 休業 休業 休館

3日(土) 平常どおり

4日(日) 平常どおり

5日(月) 休館

6日(火) 御用始め 平常どおり 休 館 休館

7日(水) 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

省'

• 

※役場、教育 ・農業委員会

l2月初日 l2時まで、l月6日10時から12時まで開庁しています。

冬道の安全運転を心がけましょう

紺
親
山
手
帳
卒
業
者
の

日
組
問
非
や
事
相
似
の

総
聞
を
お
願
い
し
ま
す

日

な
い
年
来
を

• 

慌
た
だ
し
い
師
走
に
な
る
と
多

.

額
の
現
金
を
狙
っ
た
強
盗
事
件
や

・

空
き
巣
、
ひ

っ
た
く
り
な
ど
の
犯

罪
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

「安
全
で
、
平
穏
な
歳
末
」
を
過

ご
し
明
る
い
新
年
を
迎
え
る
た
め

に
は

一
人
ひ
と
り
が
普
段
の
生
活

・

の
中
で
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
の

注
意
が
必
要
で
す
。

.

「
ど
う
す
れ
ば
犯
罪
を
防
げ
る

・

の
か
」
こ
の
機
会
に
も
う

一
度
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。《

北
約
山
笹
』
祭
器
》

新
規
高
等
学
校
卒
業
者
の
多
く

.

は
地
元
で
の
就
織
を
希
望
し
て
い

ま
す
が
、
求
人
数
は
昨
年
と
比
べ

2
割
以
上
少
な
く
、
こ
の
ま
ま
で

は
多
く
の
生
徒
が
就
職
で
き
な
い

事
態
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
若
手

.

労
働
力
の
確
保
の
た
め
採
用
計
画

日

を
検
討
さ
れ
、
-
人
で
も
多
く
の

・

新
規
学
校
卒
業
者
を
採
用
し
て
い

.

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
求
人
の
申
し
込
み
な
ど
の
お
問

・

ぃ
合
わ
せ

.

函
館
公
共
職
業
安
定
所

職
業
相
談
第
2
部
門

(8
0
1
3
8
%
1
0
7
3
5
)
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
圃
・
・
・
・

• 
-

H

あ
な
た
の
国
民
耳
霊

.

慌
眠
料
は
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う

••• よ》つ。将
来
、
国
民
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
公
的
年

金
の
保
険
料
納
付
が
お
年
以
上
必

要
で
す
。
年
金
を
老
後
の
生
活
で

よ
り
役
立
つ
も
の
に
す
る
た
め
に

で
き
る
だ
け
長
い
期
間
納
め
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

未
納
に
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ぉ

手
元
の
納
付
告
で
、
す
ぐ
に
保
険

料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

• 

••• -

国
民
年
金
に
加
入
し
た
か
ら
と

.

い
っ
て
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

・

し
て
お
く
と
、
老
齢
基
礎
年
金

・

障
害
基
礎
年
金

・
遺
族
基
礎
年
金

・

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

.

り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し

〕マt〔



太
宰
府
天
満
宮

よ
り
紅
白
の
梅

を
寄
贈
さ
れ
る

今
金
八
幡
宮
で
は
日
月

3
日、

今
金
町
の

1
0
0
年
を
記
念
し
て

境
内
で
福
岡
県
太
宰
府
市
の
太
宰

府
天
満
宮
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
紅
白

の
梅
の
木
の
植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。神

社
で
は
、

l
o
o年
の
節
目

と
な
る
記
念
に
天
満
宮
に
依
頼
し

る

正月
品

/1; 

i手!l1

/:Mi 
i争
> 

• 

た
と
こ
ろ

2
百
種
6
0
0
0
本
の

梅
の
中
か
ら
紅
白
の
梅
を
1
本
ず

つ
寄
贈
し
て
戴
い
た
も
の
で
す
。

太
宰
府
天
満
宮
は
「
学
問
の
神

様
」
と
さ
れ
る
菅
原
道
真
を
祭
つ

F 

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
述
べ
る

高
木
北
槍
山
笹
察
署
長

悲惨な交通事故を

なくするためにみ

ん

な

楽
し
か
っ
た
セ
口
弾
き
の
ゴ
l
シ
ュ

花
石
小
五
年

菊
地
珠
美
さ
ん

凶
月
9
日
学
習
発
表
会
が
あ
り

ま
し
た
。
私
が

一
番
心
に
残
っ
て

い
る
の
は
劇
で
す
。

劇
の
練
習
は
、
約
2
週
間
前
か

ら
始
め
ま
し
た
。
私
は
「
カ
ッ
コ

ウ
」
の
役
を
や
り
ま
し
た
。

練
習
を
始
め
た
頃
は
、
な
か
な

か
台
詞
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

「
発
表
会
ま
で
に
間
に
合
う
の
だ

ろ
う
か
。
」
と
心
配
し
ま
し
た
。

劇
の
練
習
が

2
週
間
目
に
入
る

と
、
や
っ
と
台
詞
を
突
っ
掛
か
り

な
が
ら
で
す
が
党
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

台
詞
を
な
ん
と
か
覚
え
た
後

に
、
動
作
を
覚
え
ま
し
た
。
動
作

は
あ
ま
り
難
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
う
ま
く
行
か
な
い
と

' . • 
の
広

場

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
動
作

は
「
カ
ッ
コ
ウ
」
が
ド
ア
に
ぶ
つ

か
り
な
が
ら
逃
げ
て
い
く
場
面

と
、
ゴ

l
シ
ュ
に
た
い
し
て
怒
る

場
面
で
し
た
。
私
は
、
そ
の
動
作

を
家
で
何
回
も
練
習
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
練
習
し
た
結
果
を
発

表
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
学
習
発

表
会
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
と
う
と
う
劇
の
番
が

来
ま
し
た
。

劇
が
始
ま
る
直
前
私
は

「
う
ま

く
行
く
か
な
あ
」
と
思
っ
て
緊
張

し
て
い
な
が
ら
も
、
わ
く
わ
く
し

て
い
ま
し
た
。

劇
が
始
ま
っ
て
、
と
う
と
う
私

の
出
番
に
な
り
ま
し
た
。
私
は

「動
作
や
台
詞
が
う
ま
く
行
く
だ

ろ
う
か
」
と
心
配
し
ま
し
た
。

舞
台
に
た
っ
て
、
台
詞
を
言
っ

て
い
る
と
き
に
「
私
の
声
は
、
み

ん
な
に
届
い
て
い
る
の
か
な
」
と

心
の
中
で
思
い
ま
し
た
。

練
習
の
時
に
は
、
で
き
て
い
な

か
っ
た
台
詞
や
動
作
を
本
番
で
は

う
ま
く
で
き
ま
し
た
。
で
も
、
台

詞
を
話
す
声
が
小
さ
く
な
っ
て
し

ま
い
、
し
か
も
、
早
口
に
な
っ
て

て
い
る
こ
と
か
ら
子
供
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
願
う
七
五
三
に
合

わ
せ
て
団
組
の
親
子
と
神
社
関
係

者
印
人
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し

た。

忘年会など飲酒の機会がこの時期、

増えます。

・飲酒運転は絶対やめましょう 。.

し
ま
っ
た
こ
と
が
残
念
で
し
た
。

私
達
の
学
習
発
表
会
に
き
て
く

れ
た
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た

の
で
、
私
も
何
だ
か
う
れ
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
思

い
出
に
残
る
学
習
発
表
会
に
な
り

ま
し
た
。

一
第1
曲
学
較
崇

…

日

飛
鳥

1

同

一

光
輝
く
あ
し
た
の
空
へ

…

一

日
月
2
日
、
今
金
高
等
養
護
学

一

時
一
校
(
板
垣
裕
彦
校
長
)
で
は
じ
め

同

一
て
の
学
校
祭
が
行
わ
れ
、
ミ
ュ
ー

一

一
ジ
カ
ル
で
実
習
の
様
子
な
ど
を
発

…

一
表
し
ま
し
た
。

日

目

ま
た
、
生
徒
た
ち
が
作
業
学
習

時

…
で
作
っ
た
、
生
産
品
の
展
示
、
販

一

一
売
も
行
わ
れ
大
勢
の
人
が
訪
れ
て

一

日
い
ま
し
た
。

昨

日
・
・
園
町
-

1
M
V
}
』

ju---E'
H

恥・・・・圃・・・・-
-，

A
創
刊

H
J
'
J同
司

ae----
b

E
巴
一
語
朝
翼
団
一

面開
-
P
F
F

一
子

-JH・

門
」
品
目

av--F圃
圃
t

，

.

吟
釈
し
町

't
u叫
圃

4

・
4

M

L

P

画
壇
一-
3
I圃

t

一

…国

一
Y
」一
色
…

一園開
一1
L
一一

一・眉
じE
I
L
H同

L

・…
今
回
は
、
在
宅
で
お
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
や
体
が
不
自

由
な
方
、
あ
る
い
は
、
そ
の
家
族

の
日
常
生
活
及
び
介
護
な
ど
の
支

援
を
し
て
く
れ
る
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

V
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と

+」。っ
ホ
ー
ム
へ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
て

日
常
生
活
の
お
世
話
を
し
在
宅
で

の
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

・
食
事
、
オ
ム
ツ
交
換
、
排
池
介

助
、
入
浴
な
ど
家
族
の
介
護
を

軽
く
す
る
た
め
の
お
手
伝
い

・
掃
除
、
洗
濯
、
食
事
の
支
度
な

ど
家
事
全
般
の
お
手
伝
い

・
そ
の
ほ
か
家
庭
生
活
の
お
手
伝

し
・
家
族
の
介
護
の
負
担
を
軽
く
す

る
た
め
の
お
手
伝
い

V
こ
ん
な
と
き
に
ご
利
用
を

・
高
齢
者
や
病
気
、
か
ら
だ
の
障

害
な
ど
で
日
常
生
活
の
お
手
伝

い
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

・
ご
本
人
、
家
族
の
介
護
で
お
手

伝
い
が
必
要
な
と
き

V
対
象
と
な
る
方

町
内
に
お
住
ま
い
の
在
宅
の
方

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

(8J 

I • 

-町〈場

今金町商工会(伴常雄会長)では10月30日、デ ・モ

ーレン会議室で43事業所約100人が参加し交通安全大

会を開催しました。

この大会は、今年発生した町内での死亡事故は会

員企業の従業員が起こしているため、あらためて事

故防止を誓うため実施されたもので、会員を代表し

て古谷登商工会背年部長が、 「職場の安全運転管理を

徹底します」と述べ交通安全宣言を行いました。

'レドイmJ 牧
野(平成8年9月14日生まれ)

高美町 小野奉章さん、美智さんの 2宜

【親から】

明るく元気な立の干ですが、どこへ行

っても男の子と間違われます。

あだなは "力ズオ です。

よろしくね。

砂小野

で・
お
お
む
ね
閃
歳
以
上
の
方

・
病
気
な
ど
に
よ
り
、
身
体
に
障

害
を
お
持
ち
の
方

V
利
用
回
数

・
週
1
日
程
度

V
利
用
料
金

・
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
き
ま
り

ま
す
が
、

1
時
間
あ
た
り
の
料

金
は

0
1
9
2
0
円
で
す
。

V
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
現

在

ω世
帯
の
方
が
利
用
さ
れ
て

お
り
、
う
ち
2
世
帯
の
方
に
入

浴
の
介
助
な
ど
の
介
護
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
ご
相
談
下

さ
い
。

V
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
先

・
総
合
福
祉
施
設

「
と
し
べ
つ
」

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(T
E
L
2
2
7
8
0
)
 

しIfあき

‘村上 維尭ちゃん

(平成6年9月 3日生まれ)

緑町村上栄こさん、幸子さんの長男

【親から]

ちょ っと照れ屋のわが家のちび殿僚で

す。

なんでもつなげてトーマス遊びをする

のが大好きです。

j
i
t
-
-
f
J
E
t
t
i
-
-
t
i
t
t
i
-
-

す

み

か

よ
る

ひ

ろ

し

も

こ

え

患
の
香
の
夜
を
広
げ
て
霜
の
声

今

村

由
井
子

治

ぎ

ん

は

あ

密

だ

七
ト

銀

ど

ろ

の

葉

の

し

ら

じ

ら

と

秋

立

て

杉

本

あ

い

酬

F
E
こ

が
b

す

と

き

わ

ぎ

き

わ

だ

Ha

，
木
枯
し
の
過
ぎ
て
常
盤
木
際
立
て
り

戸

沢

慶

秋

手

あ

つ

か

ん

ひ

と

た

こ

含

い

わ

へ

熱
刷
の

一
つ

で

足

る

る

古

希

祝

い

芳

賀

あ

き

え

へ

し

ゅ

う

て

ん

わ

ら

か

わ

お

と

t
秋

天

や

藁

乾

く

音

か

さ

か

さ

と

阪

井

み

え

H
W
わ

れ

す

あ

か

し

う

ど

て

は

ぎ

吾
住
み
し
証
に
植
う
る
土

手

の

萩

阿

部

和

子

さ
む
ぞ
b

て
b

た
か

〕9
 

〔



(重点目標)

圃困園囚
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭

や
学
校
、

地
域

社
会

の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第253号

本
町
で
は
、
現
在
様
々
な
サ
ー

ク
ル
や
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
文
化
協
会
や
体
育
協
会
に

加
関
し
て
い
る
団
体
は
、
例
年
広

報
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い

.

ま
す
の
で
な
じ
み
が
深
い

!そ

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
他

M
リ

に
も
身
近
な
と
こ
ろ
に
ク

/
¥

ル
l
プ
活
動
が
み
ら
れ
ま

、っ

す。

問

最
近
新
し
く
活
動
を
始

仲

め
た
と
こ
ろ
で
は
、
読
み

で

聞
か
せ
の
会

「く
り
と
く

動

ら
」
が
町
民
セ
ン
タ
ー
を

手
白

会
場
に

、
毎
月

1
1

2

M
回
、
子
供
達
を
囲
ん
で
の

け

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま

一

た
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル

」

「ち
び

っ
こ
ク
ラ
ブ
」
が

4
4

学
習

セ

ン

タ

を

会

場

に
、
乳
幼
児
を
持
つ
お
母

さ
ん
と
子
供
達
が
集
ま
り
毎
月
4

回
ほ
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の

地
縁
的
な
活
動

(町
内
会
や
子
供
会
活
動
な
ど
)

と
は
異
な
り
、
同
じ
目
的
や
興

教
育
幼
品
現
象
務

本
町
の
教
育

・
体
育
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た

団
体
と
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

O
四
つ
葉
学
校
、
昭
和
臼
年
発
足

以
来
、
小
規
模
校
4
校
が
一

体
と

な
り
集
合
指
導
の
特
性
を
活
か
し

教
育
内
容
の
充
実
発
展
に
貢
献
。

O
水

野

勲

さ

ん

(
金
原
副
歳
)

昭
和
日
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
、
町
体
協
理
事

・
副
会
長
を
歴

任
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
。

O
中
居
利
勝
さ
ん

(商
工
日
歳
)

昭
和
日
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
、

¥
問
い
合
わ
せ
は
、

/

二

三

四
八
八

る還さ~毛J鍾明

縄
な
い
機

mw

写
真
の
縄
な
い
機

釦

は
、
故
原
口

豊
治
氏

探

(
種
川
)
の
親
族
か
ら

蹴

こ
の
た
び
寄
贈
を
受

割

け
た
も
の
で
す
。
乙
れ

〈

は
足
踏
み
式
で
、
わ
ら

を
二
個
の
よ
り
口
ラ

ッ
パ
よ
り
差
し
込
む

おお目 見出向待自民お見出=:x""にお"""""'===""自国古田、

tご 懸 のか|好ポ 広導ポ ! 
命グならとき l荒 町 し l自 h z 

r持プラいで知だツ川)てツ転 ? i 
l. ~レウス 、 り つ 好さをい少車 Iζ t 
Zの|ンポそ合たきん紹る年 !苫 し 2 
1のしド l の っ そでは介荒団を の n 

iボてでツ頃たう 、、 し 川 で営 z; 
z い子ではので格幼ま敏サみ 主
!ルる供しあはす闘いす弘ツな ;l! 1 
1を姿達たま就。技頃。さ力が 堂 i
i追をが 。り職サがか ん lら 遍 ;
zつ 見 一 人し、ノ特ら ( を 、 回 目

;かて生 気てカにス 末指ス : 

味
、
関
心
を
持
つ
活
動
へ
の
指
向

の
表
れ
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
域
社
会
に
お
け
る
教
育
力
の

低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
現
在
で

す
が
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
こ

の
よ
う
な
指
向
や
、
日
常
生
活
上

の
悩
み
な
ど
、
共
通
の
課
題
が
地

域
の
大
人
た
ち
を
結
び
つ
け
、
そ

の
活
動
の
中
で
子
供
達
を
育
て
て

い
く
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
学
習
セ
ン
タ

も
気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。
社
会

教
育
係
へ
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

， 

'i4 
(. 

青
少
年
健
全
育
成
委
員
、
町
体
協

副
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
。

O
安
藤
義
光
さ
ん

(御
影

ω歳
)

昭
和
M
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
と
し
て
体
協
専
門
部
の
豊
富
な

経
験
と
指
導
力
で
貢
献
し
た
。

O
田
畑
友
明
さ
ん

(八
束
羽
歳
)

昭
和
民
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
、
町
体
育
指
導
委
員

・
委
員
長

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
。

地
域
文
化
・

芸
術
の
振

興
に
尽
力
さ
れ
た
個
人

・

団
体
の
次
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

「
文
化
振
興
賞
」

O
能
代
令
子
さ
ん

(大
和
市
歳
)

昭
和
田
年
書
道
愛
好
会

に
入
会
以
来
各
種
の
創
作

活
動
に
積
極
的
に
参
加
、
大
正
琴

で
福
祉
施
設
を
慰
問
す
る
な
ど
、

模
範
と
な
る
活
動
を
推
進
し
た
。

O
近
藤
瑠
璃
子
さ
ん

(寒
昇
日
歳
)

昭
和
切
年
北
陽
画
会
入
会
以
来
、

会
の
役
職
を
歴
任
、
ま
た
、
文
化

少
年
団
の
育
成
指
導
な
ど
文
化
・

芸
術
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

O
百
人
一
首
ク
ラ
フ

(
会
長

・
本
田

二
二
)

昭
和
印
年
同
好
会
を
結
成
以
来、

$:18協会豪華S

参
加
者
の
親
睦
と
普
及
発
展
に
努

め
、
世
代
間
交
流
と
青
少
年
健
全

育
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

「
文
化
賞
」

O
菅
原
昭
子
さ
ん

神
丘
必
歳
)

と
、
よ
り
が
か
け
ら
れ

一
本
の
よ

り
あ
わ
さ
れ
た
縦
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
歯
車
が
噛
み
合
う
引
き
出

し
ロ

l
ル
に
よ
り
太
鼓
の
よ
う
な

巻
き
取
り
装
置
へ
送
ら
れ
ま
す
。

よ
り
の
強
弱
と
引
き
出
す
速
さ
に

よ
っ
て
、荷
造
り
縦
、
堅
絡
と
調
節

が
で
き
る
そ
う
で
す
。

今
で
は
ナ
イ
ロ
ン
や
ビ
ニ
ー
ル

に
と

っ
て
替
わ
ら
れ
た
ロ
ー
プ
類

も
以
前
は
稲
わ
ら
に
よ

っ
て
作
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
稲
わ
ら
は
、
そ
の

他
に
米
俵
、
ム
シ
口
、
み
の
、
わ
ら

じ
、
た
た
み
な
ど
あ
ら
ゆ
る
材
料

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

(10) 

稲
わ
ら

一
ー
本
も
無
駄
に
せ
ず
、

生
活
用
具
と
し
て
再
び
命
を
与
え

た
先
人
の
知
恵
に
改
め
て
感
心
し

ま
す
。

1
8
2
2
2
2
9
2
2
2
2
Z
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2恥

け
て
み
た
い
」
。
そ
の
時
か
ら
、
子
が
始
ま
り
ま
し
た
。

一

供
達
と
サ
ッ
カ
ー
と
の
ふ
れ
あ
い

「指
導
中
に
怒
っ
て
し
ま
う
こ

…

サ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
子

…

供
達
は
い
や
な
顔
せ
ず
に
、
が
ん

…

ば
っ
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
私

…

も
子
供
達
の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か

…

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
言
う
N

荒
川
さ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
N

と
と
も
に
、
心
の
暖
か
さ
も
教
え

…

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

一

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
初
出
場
を
決

…

め
た
日
本
。
荒
川
さ
ん
の
よ
う
な

一

底
辺
の
指
導
者
が
、
地
道
に
努
力

一

し
て
き
た
成
果
が
表
れ
た
の
で
は

一

な
い
で
し
ょ
う
か
。

…

(4闘'.
町
内
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
の
優
勝

を
契
機
に
カ
ナ
リ
ヤ
会
で
日
夜
研

鎖
し
、
今
金
町
百
年
記
念
事
業
N

H
K
の
ど
自
慢
大
会
で
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
輝
い
た
。

夏、19才の肖像

ボケないための125君主

お手伝いが子どもを伸ばす

燥が目にしみる

誰にでもわかる保険の本

天然の食卓をつくる本

さよなら金色のライオン

私は別人上

J;!Iき日々へ

男を成長させる悪妻の話

自分らしい愛に出会う本

五日制で変わる子どもと学校

かば園長のありがとうおかあさん

片岡義男(本読み)術私生活の充実

私の自然ウオッチングから

病院の検査と検査値がわかる本

こどもたちは愛されているのか

子どもの頭を鈍くする食べもの

nTIからのがへドh'Jです

長くつしたのピッピ

スズメパチのしゅうげき

ガンバレあかっかくん

母さんの小さかったとき

イラスト子ども川柳①

かぎばあさんのことわざ教室

かぜをひいた日に読む本

くまのコールテンくん

かえってきた風来功

性の本 ① 

一般成人用 (25冊)

17才1964秋

逆説の日本古代史

輝け!ふれあい教育

草花の育て方

卜ッ トちゃんと私

A列車で行こう

琴星物語上

iE古はrL 

児童用図書 (26冊)

妖怪レストラン

おしいれのぼうけん

魔女の宅急使

テオとかいもの

子じか物語

村のお医者さん

ティラノサウルス

みんなでしらべたミミズのふしぎ

にんたま三人くみたすけてちょ
うだいおしようさま l

おもしろ科学実験教室

ヒトはどこからきたか

さまよえる幽霊船

コックさんになろう

鬼太鼓座が走る

14匹のさむいふゆ

林と虫たちの一年

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

《

n
R
V

4
日
嗣
町
百
年
記
念
協
賛
百
日

間
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
開
始

5
日
幽
四
つ
薬
会
役
員
会

山
・
∞

学
習
セ
ン
タ
ー

7
日
佃

町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
l

ル
大
会

9
・
∞

総
体

8
日

間

ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
実
技

講
習
会

日

・
∞

総

体

9
日
制

こ
ど
も
会
レ
ク
大
会
運

首
委
員
会
同日
・
∞
学
習
セ

9
日

制

第

8
回
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
交
流
会
実
行
委
員
会

同

∞

総
体

日
日
出

子

供
会
連
合
会
ド
ッ
チ

ボ
ー
ル
大
会
問

∞
総
体

凶
日
叩

第

3
回
ス
ー
パ
ー
キ
y

ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会

9
・
∞

総
体

問
日
山
川
文
化
協
会
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

同

・

鈎

町
民
セ
ン
タ
ー

初
日
出

四
つ
葉
会
婦
人
の
集
い

は山・
m
山

町

民
セ
ン
タ
ー

ω日
出
読
み
聞
か
せ
の
会

日

初

町
民
セ
ン
タ
ー

幻
日
間

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会

9

∞

総
体

〕-1
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<t ~~Q~=告会自主タ

水
道
の
凍
結
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

毎
年
、
こ
の
時
期
は
水
道
の
凍

結
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
出

か
け
の
さ
い
、
寝
る
前
に
戸
締
り

と
、
水
道
の
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ

う
。万

一
凍
っ
た
と
き
は
、
蛇
口
か

ら
床
面
ま
で
の
管
に
ぞ
う
き
ん
か

タ
オ
ル
を
巻
き
、
熱
湯
を
か
け
て

日
分
く
ら
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
水
が
で
ま
す
。
い
く
ら
熱
湯

を
か
け
て
も
水
が
で
な
い
場
合

は
、
次
の
水
道
指
定
業
者
に
申
し

込
み
願
い
ま
す
。

O
小
山
設
備
工
事
②
2
5
7
4

0
佐
々
木
金
物
鮒
②
0
1
3
7

0
制
多
田
鉄
工
設
備
②
0
1
0
8

0
山
形
住
宅
設
備
②
2
4
3
0

0
渡
辺
住
宅
設
備

②
2
6
5
4

0
鈴
木
設
備

②
2
5
5
8

0
ツ
ブ
ラ
建
設
側
②
1
2
4
1

《
水
道
課
水
道
係
》

自
衛
隊
生
徒
募
集に

つ
い
て

防
衛
庁
で
は
平
成
9
年
度
の

陸

・
海
-
空
自
衛
隊
生
徒
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

O
受
付
期
間

健診を受けて明るい健康づくり

12月みんなの

平
成
9
年
日
月
4
日
1

平
成
凶
年
1
月
4
日

O
応
募
資
格

中
学
校
卒
業
者
(
卒
業
見
込
み

含
む
)
の
方
で
平
成
問
年
4
月
1

日
に
お
い
て
日
歳
以
上
げ
歳
未
満

の
男
子

O
試
験
日

・
第
1
次
試
験

平
成
叩
年
l
月
5
日

・
第
2
次
試
験

平
成
凶
年
1
月
幻
日

1
お
日
の

指
定
す
る
1
日

※

詳

細

自
衛
隊
今
金
募
集
事
務
所

8
2
1
0
2
5
8
 

ハロ
1

ワ
ー
ク
か
ら

職
員
の
派
遣
に
つ
い
て

北
袷
山
職
業
相
談
室
へ
の
職
員

派
遣
日

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

ロ
・

l
月
以
降
の
派
遣
日
は
、
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

。
ロ
月
凶

日

目

時

i
U
時

日
日

9
時

i
u時

げ

日

日

時

1
げ
時

凶
日

9
時

1
U
時

M
A

日

目

時

1
げ
時

お
日

9
時

i
u時

初
日

9
時

i
u時

イ守. • 
日
時

1
げ
時

9
時
1
げ
時

8
日

9
時
1
ロ
時

日
日

日
時
1
口
時

日
日

9
時

i
u時

幻

日

目

時

1
げ
時

辺
日

9
時
1
ロ
時

な
お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
職
員
派
遣
日
に
は
職
員
が
取

り
扱
い
ま
す
が
、職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
お
問
い
合
わ
せ

・
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館

8
0
1
3
8

お

0
7
3
5

.
ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
八
雲

8
0
1
3
7
6
1
2

2

5
0
9
 

.
北
櫓
山
職
業
相
談
室

8
4
1
5
7
2
4
 

。i
月

6
日

7
日

集
団
現
地
選
考
会に

つ
い
て

函
館
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

冬
期
間
、
道
外
で
の
出
稼
ぎ
(
就

労
期
間
は
お
お
む
ね
4
力
月
か
ら

6
ヵ
月
)
を
希
望
す
る
方
の
た

め
、
東
京
・
神
奈
川

・
千
葉
・
愛

知
・
大
阪
等
の
事
業
所
に
よ
る
集

団
現
地
選
考
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

項 目 M 島 者 実施日 時 間1 対象地区 実施会場 陥 考

一般住民関係

般相談 全住民 8日(月) 10: 00-11: 45 全地区 総保合健間セ祉ン施タ設内 健康相談(血庄測定 尿検査)

般相談 全住民 15日(月) 10: 00-11: 45 n " " 

一般相談 全住民 22日(月) 10 : 00-11 : 45 n " W 

一般相談 全住民 29日 (月) 10 : 00-11 : 45 n Jザ " 

耳J.，.;!科巡回診療 全住民 9日 (火) 畳14付2時0間-14 : 50 N 

" 八霊能会病院耳鼻科医師診察(有料)

乳幼児関係

乳児相談 生後3、6、 9ヵ月児 11日(木) 受9付0時0間~1915 全地区 総保合健福祉施設内 身体言J-iflll 他康相談
センター

離乳金~I!~習会 生後4-11ヵ月児 11日(木) 10: 00-12 日O H 

" 
栄実養習士による講義 調理

3歳児他診 生後3歳 I、 2ヵ月児 4日(木) 畳12付4時0間-13 日0 H " 尿曲惜科査相詰身体医計師甜診察健服歯、科栄診韮察! 

股関節脱臼他診 生後4ヵ月児 9日(火) 実13施0時0間1 H 今金保他所 股関節X説!十ø);~-14 : 00 

乳児健診 生後4、7、10，12ヵ月定 18日(木) 受12付4時0間-13: 00 " 総保合健福セ祉ノ施タ設ー内 相身談体計栄測養・相医師談診他察府相歯科談

すくすく子育てダイヤル 就る学保前鰻者までの幼児のい 叩日(水) 9 :00-12:00 H 2-2780 電話による心配事相談

妊産婦関係

妊婦健診 妊婦の方 19日(壷) 受13付3時0間-14: 00 全地区 総保合健楠セ祉ン施タ設内 尿相検談査医歯師科診相察談(有健料版) 

お知らせ

.健康づくり教室

詳し い日程は 回覧でお知らせ致します。

((]月7日》

-季節労務者検診

(保健福祉課他国Eづくり 国保係)

〕勺乙1
 

〔

9・11・10

社会福祉協議会だより
民光の里学園、盟寿園、社会筒祉協議会への多額のこー寄付

ご厚意あ りがとうご ざいました。

(敬称略)

《小金井市》 曽我 井 伸 之

武 回 洋 明 松 尾 幸 重

《千葉県》 今 金 高 等 養 護 学 校

宮 本 手口 J!IJ 今金町更生保護婦人会

《函館市》 浅 井 稔

竹 次 千恵子 伊 勢 要

《八 雲 町 》 花石 老 人 ク ラ ブ

青 IE ノk 産 今金中学校文化祭実行

《江差町》 委 員 dZh ミ

道南更生保護婦人会連関 八重隆 辰 』品

《乙部町》 今金陶芸同好会

』附 林 組 佐 藤 チ エ
《北槍山町》 種川老人クラフ

中 井 栄 子 匿 名

《今金町》

芳 賀 芳 見

。
開
催
日
時

平
成
問
年
1
月
9
日

ハ
U

ハ
U
h
F
b
A
U

1

0

1

1

0

 

。
会

場

勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
(
サ
ン
・
リ
フ
レ
函
館
)

函
館
市
大
森
町
2
i
l

。
お
問
い
合
わ
せ

・
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館

8
0
1
3
8
mー

0
7
3
5

新
築
家
屋
な
ど
の

届
け
出
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
事
務
の
た
め
、

家
屋
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、
取

り
壊
し
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

税
務
諜
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

《
税
務
課
資
産
税
係
》

ロ
月
は
滞
納
整
理
強
調
月
間
マ
す
。

納
税
相
談
に
つ
い
マ
は

税
務
課
徴
収
係
ま
マ

-i. 『
号
金
町
田
子
保
健
計
画
』

策
定
の
お
知
ら
ぜ

こ
こ
数
年
、
少
子
化
が
ど
ん
ど

ん
進
み
、
今
金
町
で
も
結
婚
・
出

産
適
齢
期
人
口
の
町
外
流
出
が
主

な
要
因
と
な
っ
て
、
平
成
5
年
に

は
年
間
の
出
生
数
が

ω人
を
切
る

な
ど
、
年
々
減
少
を
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
核
家
族
化
や
女
性
の

社
会
進
出
な
ど
子
供
を
め
く
る
環

境
も
変
化
し
て
来
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
中

で
、
次
代
を
担
う
子
供
達
に
『
健

や
か
に
生
ま
れ
、

育
っ
て
ほ
し

い
』
と
、
今
金
町
母
子
保
健
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
母
子
保
健

施
策
の
目
標
を
『
子
供
達
が
健
や

か
に
育
ち
、
両
親
が
安
心
し
て
育

児
が
で
き
る
町
』
と
し
て
、

1
、
健
や
か
な
妊
娠
期
間
と
安
全

な
出
産

2
、
地
域
の
中
で
の
安
心
子
育
て

3
、
安
全
な
環
境

4
、
あ
ら
ゆ
る
健
康
状
態
へ
の
支

援を
大
き
な
四
本
柱
と
し
て
、
こ

の
目
標
を
達
成
し
て
行
く
た
め
に

今
金
町
で
は
ど
の
よ
う
な
事
業
が

行
わ
れ
て
い
る
か
が
分
か
り
ゃ
す

く
ま
と
め
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

巻
末
に
は
今
金
町
に
住

む
お
母
さ
ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
も
あ
り
、
ど
ん
な
思
い
で
子
育

て
を
し
て
い
る
か
ち
ょ
っ
と
だ
け

垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

母
性
・
子
育
て
に
関
し
て
も
、

地
域
全
体
で
取
り
組
ま
な
く
て
は

な
ら
な
い
問
題
で
す
。
ぜ
ひ

一
度

今
金
町
母
子
保
健
計
画
を
ご
覧
に

な
り
、
今
金
町
の
子
供
を
取
り
巻

く
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
っ

今
回
、
こ
の
『
今
金
町
母
子
保

健
計
画
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を

作
成
し
ロ
月
に
個
別
配
布
を
す
る

予
定
で
す
の
で
、
さ
わ
り
の
部
分

で
は
あ
り
ま
す
が
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
本
編

は
総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
保
健

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
本
編
の
方
も
じ
っ
く
り
と

ご
覧
く
だ
さ
い
。

(
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
)

一

〕内31
 

〔



。g。やや

10月末現在

前丹対比

7， 299人( 4) 

3，507人 ( 0 ) 

3， 792人( 4) 

2，660世帯(7)

人口

男

女

世帯数

令令。g。
H4 -5321 

H 2 -0324 

H 2 -0221 

H4-5011 

H 2 -0057 

H 2 -0324 

休日当番医
12月7日 北槍山町立国保病院(北槍山)

14日富田医院(今金)

21日今金町立国保病院(今金)

23日 道南ロイヤル病院(北槍山)

28日岩間医院(今金)

31日包田医院(今金)

※12月31日は正午までです。

渉)大和Hl]

隆) トマンケン

昇

町

彦)寒

正)南

光

{圭

10月17日(保護者

10月29日(保護者

11月 1日(保護者

11月6日(保護者

固いつまでもおしあわせに

μ 

』っとでめお』
つ

ん

ん

ん

ん

一
、

や

や

や

や

J

ち

ち

色

色

じ
λ

江

伝
菜

u
奈

出
弘

ん

さ
紗

川
苫冗

ゃ
也

付
康

た

め
阿

お

田

園

多

郷司

加藤

倉

山
月

M
目
、
今
金
中
学
校
で
今

金
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
荒
井
正

信
さ
ん
に
佐
藤
友
樹
バ
ザ

l
実
行

委
員
長
よ
り
バ
ザ

l
収
益
金
を
社

会
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と

手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
は
、
凶
月

ω日
に
行

わ
れ
た
今
金
中
学
校
文
化
祭
(
今

野
陸
委
員
長
)
で
学
年
ご
と
に
実

施
し
た
バ
ザ

l
の
収
益
金
を
寄
付

し
た
も
の
で
す
。

， 

i11T) 

11月20日受付分まで

弥生さん(南

(商工団地)

(末 mJ) 広

辰也さん(鈴岡下台)=堀

82歳

69歳

画面おくやみもうしあげます

10月23日

11月3日初夫九

日谷はつ江さん

吉本

蚊:良

当
日
の
文
化
祭
で
は
約

1
8
0

人
の
町
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

クアプラザピリカスキーリ ンクス・リフト料金表

種 閉l 分類 金額 摘 要

回券
大人 240円 有効期間ズは販売時の

I lシー ン
小人 180円 II寺|日]9 : 00~21 : 00 

回券
大人 1， 150円

有効ン時期ー間間ズ9はン販00売~時2の5 
1 100 小人 850円

回券
大人 2，400円 有効期間Xは販売時の

II Iシーン
小人 l、800円 時間 9: 00~21 : 00 

券
大人 3，100円 荷効期間は販売当日限

l 日 り
小人 2，400円 時1M19: 00~16: 00 

種 日1] 分類 金額 摘 要

ナイター券
大人 1， 800円 有り効期間は販売当日限

小人 1， 350円 時l甘]!6: 00~21 : 00 

シーズン券
大人 24，日日D円 有効期間ズは販売時の

lシ ー ン
小人 18，400同 時間 9: OO~ 16 : 00 

ナイタ 大人 17，000円
有効シ時期ー間間ズ16はンa 販売時の

ンーズン券 IJ、人 12， 500円 i OO~2100 

ナイタ共通 大人 40，000円 有効シ時JーU!l日mノ1ミi9はン販00売~時2の
ンーズン券 小人 30，000円 l 100 

[14) 

備考/小人とは、小学生以下とする.

札
幌
行
特
急
バ
ス
「
せ
た
な
号
」
の

臨
時
運
行
の
お
知
ら
せ

瀬
棚
札
幌
聞
の
直
通
パ
ス

「
せ

た
な
号
」
が
、
年
末
年
始
の
ロ
月

幻
日
か
ら

l
月

4
日

(
1
月

1
日

運
休
)
ま
で
臨
時
運
行
し
ま
す
。

な
お
、
「
せ
た
な
号
」
乗
車
に
つ

い
て
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
直
接
予
約
先
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

O
発
着
時
刻

・
札
幌
発

9
・
∞
↓

今
金
町
民
セ
ン
タ
ー
前
者句、

υ

n

U

1
A

凋
斗

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

川
②
0
1
1
1
番

ζJ 

↓
瀬
棚
常
川
目
。
∞

・
瀬
棚
発

M
e
m
↓

今
金
町
民
セ
ン
タ
ー
前
発R

υ
n
u
 ， '1'・』刀、ームヘーシ

ー
札
幌
着
初

∞

O
乗
車
運
賃

大

人

片

道

5
0
0
0
円

往
復

9
4
0
0
円

子

供

片

道

2
5
0
0
円

往
復

4
7
0
0
円

※
予
約
お
問
い
合
わ
せ

・
北
都
観
光

8
0
1
1
(
2
4
1
)
0
2
4
1
 

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


